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【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】地理
【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】5 組・1 年次
【担当教員】

丸山 秀樹

【授業目標・教育方針】
日常生活が世界と直結している今日、地理の学習を通じて、地理的なものの見方・考え方を養うとともに、世界の諸
民族の生活・文化や地球的課題の現状を把握し、今後の人生に役立てる。

【授業概要】
・地図の有効な利用方法を学び、地図を含む地理情報を活用して、グローバル化する現代世界の特色を考察する。
・世界の諸地域の地域性を人々の生活様式と地理的環境とのかかわりの中で把握する。
・直面する地球的課題について学習を深め、その解決には地球的、地域的視点が必要であることを理解する。

【教科書・教材・参考書 等】
『高校生の新地理Ａ』（二宮書店）、『現代地図帳』（二宮書店）、他に随時補助教材作成使用

【成績評価方法】
［前期］中間試験：20%，期末試験：20%，その他：（課題）10%
［後期］中間試験：20%，期末試験：20%，その他：（課題）10%

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【授業計画】（授業名：地理）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回 イントロダクション 地理学習の目的・方法、標準時と時差
2 回～ 3 回 球面上の世界 地球規模でみる方位・距離、投影図法、地形図の読

図、日本の位置と領域
4 回～ 6 回 結びつく現代世界 情報・通信の発達により一体化する世界、交通の発達

により交流する世界、世界の貿易、国家間の結合
7 回～ 8 回 身近な地域の国際化の進展 身近にみられる国際化、国際化を課題にした身近な地

域調査、日本と世界の交流
9 回～ 12 回 人びとを取りまく地形 世界の大地形、各種地形の特色と分布、地形とくら

し、地形と資源
13 回～ 15 回 人びとを取りまく気候 気候因子、気候要素、気候区分、異常気象、気候と土

壌、気候と植生、ハイサーグラフ
16 回～ 17 回 世界の民族と文化　 民族と言語・宗教、国家と民族、少数民族と先住民

族、民族紛争
18 回～ 21 回 世界の諸地域の生活・文化と環

境
（事例）アメリカ、西アジア・北アフリカ、ＥＵ諸国、
オーストラリア

22 回～ 24 回 近隣諸国の生活・文化と日本 （事例）韓国、中国、ロシア
25 回 人口問題 人口爆発、人口構成、マルサスの人口論、発展途上国

の人口問題、先進国の人口問題
26 回 居住・都市問題 発展途上国の都市化と都市問題、先進国の都市化と都

市問題
27 回 食糧問題 飢餓と飽食、食料問題への取りくみ、食料自給率
28 回 資源・エネルギー問題 エネルギー問題、原料資源問題、日本の資源・エネル

ギー問題
29 回 環境問題 地球的規模の環境問題、地球温暖化、酸性雨、東南ア

ジアの熱帯林の減少
30 回 まとめ 地理の総括、国際社会での日本の役割
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